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勝敗を超えて育つ力 

〜グッドルーザー（Good Loser）の精神を学ぶ〜 

 

 

堺市中学校総合体育大会も先日の水泳で終了しました。できるだけの多くの競技の応

援に行きました。猛烈に暑い日も秋晴れの空もありましたが、堺市内の中学生たちが全

力で競技に挑む姿は、まさに青春そのものでした。 

 

大会では、記録や順位を競うだけでなく、仲間を応援する声、敗れても笑顔で握手を

交わす姿、悔し涙を流しながらも次を見据える姿など、数多くの「人間としての成長」

が見られました。私はその中でも、「グッドルーザー」の姿勢に強く心を打たれました。 

 

「グッドルーザー」とは、負けたときに品位を保ち、相手を称え、自らの課題を受け

止める人のことです。勝者が称えられるのは当然ですが、敗者の中にも尊敬すべき姿勢

があります。競技後、結果に納得できず涙する生徒がいました。しかしその生徒は、次

の瞬間には仲間の健闘を称え、応援の声を送っていました。その姿に、私は教育の本質

を見た気がします。 

 

今年の夏、大阪府では１６７校（１５２チーム）が高校野球に参加し、甲子園をめざ

して熱戦を繰り広げました。１回戦で負ける高校が約７０校、負けなかった高校は１校

だけです。勝ち進んだチームだけでなく、敗れたチームの選手たちが整列し、相手校に

拍手を送る姿もまた、心に残る光景でした。スポーツは勝ち負けがつきものですが、そ

こから何を学ぶかが、教育の大きな目的です。 

 

本校でも、部活動や学習、生活の中で「勝ち負け」に直面する場面があります。私た

ち教師は、生徒が勝ったときに謙虚であること、負けたときに冷静に自分を見つめ直す

ことを教える責任があります。グッドルーザーの精神は、将来社会に出たとき、困難に

直面した際の対応力や、他者との協調性にもつながります。 

 

学校は、勝敗を競う場ではなく、人格を育てる場です。堺市総体で見せてくれた生徒

たちの姿勢を、これからの教育にも活かしていきたいと思います。勝敗の先にある「人

としての成長」を、私たちはこれからも大切するとともに応援していきます。 

 

 

 

 

 

10・11 月 曜 １０月・１１月 行 事 予 定 

10/1 水 最終下校時刻 17:30（3月末まで） 

２ 木 体育大会全体練習（☔：㊍⑤） 

３ 金 ３年校外学習 １.２年５限まで               物品販売 

４ 土  

５ 日 にわしろ秋祭り 

６ 月 集会（６限）専門委員会 

７ 火 午前中授業［給食あり］ 

８ 水  

９ 木 体育大会全体練習（☔：学） 

１０ 金 （体育大会全体練習予備日（☔：学）） 

１１ 土  

１２ 日  

１３ 月 スポーツの日  市民オリンピック 

１４ 火                               物品販売 

１５ 水 体育大会予行（☔：㊍1～4＋教育相談） ※標準服持参 教育相談① 

１６ 木 （体育大会予行予備日（☔：㊊1～4）） 支援学級合同スポーツ大会 

１７ 金 第５１回体育大会（☔：㊎1～5＋教育相談） ※給食提供なし（昼食持参） 

１８ 土  

１９ 日  

２０ 月 教育相談② （体育大会延期→（☔：㊊1～4＋準備）） 

２１ 火 （（体育大会予備日）（☔：㊎1～5＋教育相談）） ※給食提供なし（昼食持参） 

２２ 水 教育相談③ 専門委員会 

２３ 木 １年校外学習 ＰＴＡ給食試食会 

２４ 金 教育相談④                         物品販売 

２５ 土 御池ふるさと祭り 

２６ 日  

２７ 月 文活日課開始 

２８ 火 生徒総会リハーサル 

２９ 水  

３０ 木 連合音楽会 生徒総会（６限） 

３１ 金 ５限まで 

11/1 土 ＰＴＡ実行委員会 9:30～ 

２ 日  

３ 月 文化の日 

４ 火 オープンスクール                      物品販売 

５ 水 オープンスクール 専門委員会 大阪 880万人訓練 10:00～ 

６ 木 集会（６限） 

７ 金 ３年１１月実力テスト 

  

 

１０ 月 号 
堺市立庭代台中学校 
校 長 大橋 幸一 


